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自分の研究をよりアピールするには…

何千件もの論文
リストから
「轟さんを探す」
と言っても・・
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機関リポジトリ

研究成果の保存から
発信と訴求の効果の確認まで

研究成果の保存

研究成果
DB

研究成果
DB

?
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機関リポジトリを超えて（研究成果の蓄積）

研究資料の登録： 刊行論文、発表
プレゼンテーション資料、教材、
データファイル、その他

特許DB

研究業績DB
発表論文、口頭発表など

人事課DB
氏名、所属、職位など

NIMSイントラネット

利点;

-永続的な資料保存と管理

-アクセス制御：非公開資料、
機関内共有、全世界に向けて
公開

-閲覧状況の随時把握
Global DL

materials science
MPI + NIMS + ….

NIMS DL
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機関リポジトリを超えて - 研究成果のセルフアピール
…そしてコミュニケーションへ

追加サービス

システムによる
研究者ID（著者）
の同定、管理

研究グループ/研究プロ
ジェクト単位でのWebサ
イトへ展開可能
（コメント、CMS機能）

プロファイルページの
自動生成
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研究成果の長期保存を目指して
- 安定性とセルフマネジメント

ハードディスク

Global DL
材料科学分野
MPI + NIMS + ….

NIMS DL 
server

安定した
共用サーバ

自分のPC
に保存
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研究成果の効果的発信 – 新しい読者の発見

どの地域から?
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研究成果の効果的発信 –新しい読者の発見

いつ?どのくらい？
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研究成果の効果的発信 – 新しい読者の発見

Referrer
直前に見ていた
サイトは?

著者別 / 論文単位に
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研究成果の効果的発信 – 新しい読者の発見

論文の発見に
使われた

キーワードは?
さらに、研究者に
人気のあるサイト
でもアピールでき
のではないか?
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ResearcherID サービス

ResearcherID.com?
– 2008年にトムソン・ロイター社が開始

– 研究者の個人プロフィール / 研究歴情報の共有サイト

– 業績一覧ポータルサイトとして、研究者自身の編集によるプ
ロモーション

– 業績情報＋引用情報の効果的発信

利点

– 研究者ポータルとして

– 引用情報のマッピング、可視化

– リンクウィジェット (ResearcherID badge)



プロフィール情報、
発表文献情報、
引用回数を公開

自分の
これまでの
発表文献数

http://www.researcherid.com/rid/A-9922-2008�


ResearcherID.com (citation map)

引用情報をもと
にした分析も直
接呼び出せる



ResearcherID へのアップロードサービス

 XML（プロフィール、論文業績）による一括アップロード

 機関管理者が所属研究者分をまとめてアップロードできる

 研究者同定：メールアドレスベース

 アカウント登録者：既登録者にマッチしたら、職員情報として登録

 アカウント未登録者：メールアドレスを使って登録

 NIMSの場合

 XMLスキーマと所内人事DB・業績DBとマッピング

 自動アップロード用簡易ツールを開発

 本人に代わり一括アップロードし、研究者本人による確認を経て、
公開
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人事DB

評価DB

人事課職員
が登録・更新

研究職員が
登録・更新

イントラ
DB

ネットワーク
担当職員が
取込・認証

ID(職員番号)と
保存資料(doi, PubMed idなど)

①

③

NIMS eSciDoc

利用者プ
ロファイル

CoNE

スキャン
貴重資料

ViRR

写真

FACES
論文など
の文書

PubMan

②

所内データフロー
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②Mapping to identify staff ID – researcher ID 著者の同定
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著者同定とアップロード②
＜検討点＞
１．同定に職員番号を使う点

→ 職員番号とのマッピング用中間DBが必要
（職員番号は外に出さない工夫が必要！）

＜良い点＞
ResID.comに未登録者もバッチ一括登録でResID
自動発生ができるので便利
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③Mapping to identify article ID – DOI etc. 論文の同定
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③
＜課題＞
１．評価DBでの著者データが不足している場合、

WoS上の収録論文とのマッチング率が下がる
→ 論文著者一人だけのマッチでよい？
→ NIMS内で評価DBを改良か？ワークフロー改善か？

３．WoSが網羅していない雑誌はISSN/ISBNなどを通じて簡
便に取り込めるとよい

＜良い点＞
・WoSが網羅していない雑誌（日本語雑誌、紀要など）も追加

できる。
・一括登録は代行可、最終確認は本人のみという役割分担



ResearcherID.com (Suggested publication)

機関管理者側でアップ
ロードした文献は

Suggested Publication と
して保存され、本人が確
認してから公開ページに

移動できる。

リンクできると
活用範囲が大
きく広がる！
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研究成果の効果的発信
–研究支援型デジタルライブラリーサービスを目指して

新しい価値観（評価）
の創出に向けて



NIMSのデジタルライブラリープロジェクトの詳細につ
いては、展示ブースまたはミニフォーラムにぜひお越
しください！

 展示会場ブース（No.35）にもぜひお越しください

 さらに明日、ミニフォーラムを開催します

 11/11 13:30～14:30

 展示会ミニフォーラム会場にて

 （運営者）デジタルライブラリー（物材機構）

 （利用者）物理化学研究者（日大）

 （利用者）光材料研究者（物材機構）

の3者の視点から、今後の展開について講演します

• 配布資料でご案内したFIZカールスルーエ （ドイツ）からの招聘者は、
健康上の理由により、来日キャンセルとなりました。申し訳ございませ
んが、訂正をお願いします。
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おわり

National Institute for Materials Science

研究分野でくくる
研究図書館という視点で、

DLシステムを試してみませんか。

科学情報室 谷藤・高久より

NIMSデジタルライブラリーサービ
スについては展示会場にて。

展示ブースまたはミニフォーラム
にお越しください！
ミニフォーラム開催

明日11日13:30-14:30
展示会場にて
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